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小規模特認校制度とは？

栃木市内の小規模特認校

国府南小（H26～）

大宮南小（H25～）

市内のどこからでも通える
２校の小規模特認校

【※】小規模校のよさ

先生一人に対する子供の数が少なく、よりきめ細やかな指導を受けることができます。また、
自然環境に恵まれている場合が多く、地域の特性を生かした特色ある教育が推進されています。
　なお、小規模校とは学校全体で６～１１学級の学校をいいます。

卒業生・保護者の声
児童の声
☆ 1 年生から 6年生まで顔と名前を
お互い覚えていて楽しく遊べたのは、
少人数のよさだと思います。

☆ 先生に話しかけやすく、いろいろな
相談を気軽にすることができます。

保護者の声
☆ 子供の長所・短所をよく見極めて、
その子にあった指導をしていただける
ので、ありがたいです。

☆ 全校児童の仲が良く、上級生が下
級生の面倒をみてく
れるところが素晴ら
しいです。

大宮南小学校 国府南小学校

だれもが主役いきいき笑顔で
なんにでも挑戦できる
ひまわりの小学校

一人一人に「自信」と「確かな学力」を育てます！

毎日感動！国府南小学校

創立　：明治８年
所在地：栃木市藤田町１３５－２
児童数：83名（うち制度利用者 36名）
　　　　学校のホームページはこちら⇒

創立　：大正元年
所在地：栃木市寄居町９４９－３
児童数：38名（うち制度利用者 14名）
　　　　学校のホームページはこちら⇒

全国的な少子化傾向と同様、本市の児童生徒数は、1984年度
（昭和 59年度）の約 25，600人をピークに、以降は減少傾向が続き、
今年度（2020年 5月 1日時点）約 11，200人と半数以下まで下がり
ました。
　学校は、単に教科等の知識や技能を習得するだけでなく、児童生徒が
集団の中で切磋琢磨し、社会性や規範意識を身に付ける大切な機会を
提供する場です。
　そのためには、一定規模の児童生徒集団の維持や、バランスのとれた
教職員が配置されていることが望ましく、ある程度の学校規模の確保が
必要となります。
　栃木市では、近年著しく児童数が少なくなった小学校を対象に 2013年度
（平成 25年度）から小規模特認校制度を導入して、市内在住ならば、
どの地域からも特認校への入学・転校ができるようにしています。
　この制度により、希望する子供や保護者に小規模校のよさ【※】を
生かした教育を受ける機会を提供し、学校の選択の幅を広げるとともに、小規模校での在籍児童の確保を目指しています。
　なお現在、大宮南小学校と国府南小学校の 2校を小規模特認校に指定しています。


